




はじまりの空

2004年5月

近所の小山を黙って登った。
もっと写真を撮りたいと強く思った日の空。
これがはじま り。





異国の空

2005年8月

起伏が多い街なので、電線のない空を見られるスポットがいくつもある。
「外国?教会?」と聞かれるけれど、自宅か ら徒歩10秒のところで撮った空。





限定の空

2005年10月。

夕方の空を撮ることができるのは、この時間に外を歩ける人だけ。
ふわりとした雲を見つけても、うれしいようでさみしい。
遠くへ行きたかったこの頃。





ひとりの空

2007年8月。

仕事と仕事の間の時期に、1人図書館に通った。
時間だけがあり、何者でもない自分と向き合った夏。





偶然の空

2008年4月。

何が写るかわからないトイカメラに夢中だった。
この風景を覚えていたいと強く願って、撮れた空。





異国の空 2

2008年7月。

9700km離れると、空気の色も違う。
半年離れていた人と一緒に見た空。





広がる空

2009年10月。

昔は都だったところ。広がる草の海を歩き続けた。
こんな何でもない日が一番。






